
令和２年度 大阪府立東大阪支援学校 第３回 学校運営協議会 会議記録 

                令和３年２月１８日（木）１３時３０分～１５時  

                    

（１）開会 

 

（２）校長挨拶 

本日はご多用の中、ご出席いただきありがとうございます。 

今学期の教育活動安全に学校生活が送れるように、引き続き、「人と人との距離の確保」 

「マスクの着用」「手洗い等の手指衛生」「感染リスクの高い活動を控える」等、感染症防止 

対策について徹底して行っています。なお、大阪府に緊急事態宣言が３月７日まで延ばされ

たこともあり、今年度の交通機関を使っての校外学習は中止しました。その中で PTA から

の心のこもったプレゼントを子供たちに送ってくださったり、作品展示期間を設定して、作

品を見ていただく機会を増やしたりと、例年とは異なるいい転換ができたこともありました。

本日の協議事項の学校評価及び来年度の学校経営計画をご説明させていただきます。限られ

た時間ではありますが、ご忌憚のないご意見をいただき、よりよい学校経営を推進していき

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

 

（３）協議 

① 令和２年度学校教育自己診断アンケートの検討項目と回答について 

 

  保護者アンケート・教員アンケートについて 検討項目 

  ・進路についての情報共有、進路について相談する機会について  

（担当首席より報告） 

 

   来年度は、小学部、中学部のすべての保護者対象に合同で懇談会を実施し、高等部の進路 

   担当者から、進路に向けての情報提供を行う。中学部の全学年の保護者に向け、進路関係 

   のプリントを発行し、質問や相談に答える。 

   小・中学部の教員に向け、部別の研修会の時間を利用し、本校の進路指導の流れや高等部の

現状、福祉サービスの利用に向けて学習会を実施する。 

    

② 令和２年度学校経営計画のまとめについて 

（校長より報告・説明） 

・感染症対策のため、外部機関にむけて、行事の案内はできなかった。 

・非常用持出袋については目標には達することができなかった。引き続きホームページ等で情

報発信し周知していく。防災教育は内容も濃いものとなりよかった。 

・３観点からの評価の実施について、来年度より各学部実施する。 

・高等部の１年生の現場実習の実施について、今年度は感染症対策のため現場実習を校内実習

の形式に変更して実施した。 

・業務の削減については達成したが、感染症対策に伴う会議、業務が大幅に増加した。 

・ボランティア活動受け入れについては、今年度は実施できなかったため、保護者向けアンケ

ートの項目からも削除した。 



 

③ 令和３年度学校経営計画について 

（校長より報告・説明） 

今年度、新型コロナの影響でできなかった項目については引き続き行う。 

追加、重点項目 

・障がいの状況や発達の段階に応じた支援の方策を図るための教員の専門性や授業力の向上を 

 めざす。 

・個人情報の管理、自然災害に備えた危機管理の向上。地域住民と協働した防災教育の充実。  

・感染症に関する正しい知識、人権、心のケアについて発信する。 

・３観点からの評価を実施する。 

・個別の教育支援計画にキャリア教育の内容を記入し、キャリアパスポート作成する。 

・今年度できなかった、高等部での早期現場実習を実施する。 

 

（委員より質問） 

・個人情報の管理の方法と現状について 

・キャリアパスポートについて 

 

④学校運営協議会 実施要項 一部改正について 

 （教頭より説明） 

 

 （４） 連絡・報告 

  ① 今年度の進路の現状とまとめについて 

    （担当首席より報告） 

  今年度の高等部３観点からの評価の実施年生の進路先の報告 

  ② 日本赤十字社と協働の防災教育について 

    （担当首席より報告） 

 

 （５）その他 

   （委員より） 

  ・ホームページについて 

   笑顔の写真や動画をあげるとたくさんの人がアクセスするのではないか。 

  ・子どもがひとりで活動するときに迷子になったり、困ったりしたときに役立つお助けグッズ

の紹介 

  

 （６）閉会 

 

 

 

 

 


